
　所有している山林の自己管理ができない。または、山林の経営をどのよう
にしてよいかわからない等の相談に、森林組合では専門的な知識を活かし山
林の管理や経営の相談を受け付けておりますので、是非ご利用ください。
　山林の保育管理とは、主に植栽・下刈り・枝打ち・除間伐・皆伐及
び作業道の開設などがあり、内容により国及び県の補助金を活用する
ことができます。	 TEL：0296-72-2510
	 笠間広域森林組合ホームページ　http://k-forest.or.jp

フェラーバンチャザウルスによる作業道開設の様子（城里町七会地内）

笠間広域森林組合
令和6年号

発行日
発行所
発行人

令和6年9月18日
笠間広域森林組合
盛 田 　 守



笠間広域森林組合会報令和6年号 （	2	）令和6年9月18日
　

今
年
度
の
総
代
会
を
5
月
28
日（
火
）

ポ
レ
ポ
レ
ル
ー
ム
会
議
室
に
お
い
て
、

山
口
笠
間
市
長
・
大
塚
桜
川
市
長
・
上

遠
野
城
里
町
長
を
来
賓
に
迎
え
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
足
立
宏
徳
氏
（
桜
川
市
加
茂

部
）
を
選
出
し
、
書
面
に
よ
る
議
決

1
1
4
名
、
本
人
出
席
47
名
、
合
計

1
6
1
名
に
よ
っ
て
全
議
案
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
の
経
営
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

足立 宏徳 議長

通
常
総
代
会
を
開
催

第
30
回（
令
和
６
年
度
）

貸　借　対　照　表
令和6年3月31日

科　　目 内　　訳 小　　計 合　　計

〈 資 産 の 部 〉 円 円 円

流 動 資 産

	 1.	 現 金 61,837	

	 2.	 預 金 54,073,552	

	 3.	 未 収 金 49,137,282	

	 4.	 貸 倒 引 当 金 △294,823	 48,842,459	

	 5.	 購 買 品 269,323	

	 6.	 前 払 金 97,240	

流動資産合計 103,344,411	

固 定 資 産

有形固定資産

	 1.	 建 物 3,863,513	

	 2.	 機 械 装 置 259,383	

	 3.	 車 両 運 搬 具 1,568,838	

	 4.	 備 品 111,141	

	 5.	 土 地 1,000,000	

有形固定資産合計 6,802,875	

無形固定資産

	 1．	 水道施設加入権 35,020	

	 2.	 電 話 加 入 権 154,497	

	 3.	 預 託 金 22,560	

	 4.	 ソフトウェア 747,513	

無形固定資産合計 959,590	

外 部 出 資

	 1.	 系 統 出 資 金

	 	 ①県森連出資金 3,230,000	

	 	 ②農林中金出資金 400,000	 3,630,000	

外部出資金合計 3,630,000	

固 定 資 産 合 計 11,392,465	

資 産 合 計 114,736,876	

科　　目 内　　訳 小　　計 合　　計
〈 負 債 の 部 〉 円 円 円
流 動 負 債
	 1.	 買 掛 金 25,190	

	 2.	 前 受 金 6,625	

	 3.	 未 払 金 10,706,984	

	 4.	 未払法人税等 3,011,500	

	 5.	 預 り 金 2,398,355	

	 6.	 林 産 預 り 金 26,058,812	

流動負債合計 42,207,466	

固 定 負 債

	 1．	施設整備引当金 3,120,220	

	 2．	退職給付引当金 16,358,724	

固定負債合計 19,478,944	

負債合計 61,686,410	

〈 純 資 産 の 部 〉

組 合 員 資 本
	 1.	 出 資 金 25,707,000	

	 	 未払込出資金 0	 25,707,000	

出資金合計 25,707,000	

	 2.	 利 益 剰 余 金

	 	 ⑴法定準備金 10,270,000	

	 	 ⑵任意積立金 6,890,000	

	 	 ⑶その他利益剰余金

	 ①当期未処分剰余金

	 	 ア.当期剰余金 4,493,106	

	 	 イ.前期繰越剰余金 5,570,360	 10,063,466	

剰余金合計 27,223,466	

	 3.	 資 本 準 備 金 120,000	

資本準備金合計 120,000	

資 本 合 計 53,050,466	

純 資 産 合 計 53,050,466	

負債・純資産合計 114,736,876	



笠間広域森林組合会報（	3	） 令和6年号令和6年9月18日

損　益　計　算　書
令和5年4月1日～令和6年3月31日まで

区　　　分 小　　　計 合　　　計
一　　般　　事　　業

指　　導 販　　売 森林整備
円 円 円 円 円

Ⅰ　事業総損益
	 1．	収 益 172,374,993	 1,796,000	 11,598,529	 158,980,464	
	 2．	費 用 126,941,680	 2,009,118	 9,203,059	 115,729,503	
事 業 総 利 益 45,433,313	 △213,118	 2,395,470	 43,250,961	
Ⅱ　事業管理費
	 1．	人 件 費 22,679,471	 1,035,084	 680,382	 20,964,005	
	 2．	旅 費 交 通 費 1,093,515	 820,136	 43,740	 229,639	
	 3．	事 務 費 1,697,428	 186,716	 67,896	 1,442,816	
	 4．	業 務 費 3,984,124	 438,251	 159,362	 3,386,511	
	 5．	諸 税 負 担 金 5,147,178	 257,358	 154,414	 4,735,406	
	 6．	施 設 費 4,804,223	 168,145	 192,167	 4,443,911	
	 7．	雑 費 430,765	 34,461	 47,384	 348,920	
事 業 管 理 費 計 39,836,704	 2,940,151	 1,345,345	 35,551,208	
事 業 利 益 5,596,609	 △3,153,269	 1,050,125	 7,699,753
Ⅲ　経常損益
	 1．	事 業 外 収 益 1,296,497	
	 2．	事 業 外 費 用 0	
事 業 外 損 益 1,296,497	
経 常 利 益 6,893,106	
Ⅳ　特別損益
	 1．	特 別 利 益 0	
	 2．	特 別 損 失 0	
特 別 損 益 0	
税 引前当期純利益 6,893,106	
法人税・住民税及び事業税 2,400,000	
当 期 剰 余 金 4,493,106	
前 期 繰 越 剰 余 金 5,570,360	
当 期未処分剰余金 10,063,466	

科　　目 積算内訳 小　計 合　計

Ⅰ当期未処分剰余金

Ⅱ剰余金処分額

　１		法定準備金

　2		任意積立金

Ⅲ次期繰越剰余金

円

2,430,000

1,110,000

円

10,063,466	

3,540,000	

6,523,466	

脚注　１．次期繰越剰余金中、教育情報資金は、230,000円である。

令和5年度 剰余金処分

（	当期剰余金の
1/5以上）

盛田 代表理事組合長
挨拶

山口 笠間市長
挨拶

上遠野 城里町長
挨拶

大塚 桜川市長
挨拶



笠間広域森林組合会報令和6年号 （	4	）令和6年9月18日
　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
は
平
成
6
年
に
、
地
域
林
業
の
担
い
手

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
体
制
づ
く
り
と
、
経
営
基
盤

の
強
化
、
組
織
の
合
理
化
、
事
業
運
営
の
効
率
化

を
図
る
目
的
か
ら
、
4
森
林
組
合
が
合
併
し
、
初

代	

南
指
原
一
郎
組
合
長
、
以
下
、
武
藤
昭
組
合

長
、
上
野
忠
夫
組
合
長
、
友
部
正
孝
組
合
長
を
中

心
に
、
役
職
員
の
努
力
と
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
合
併
30
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

現
在
組
合
で
は
、
森
林
施
業
の
集
約
化
を
進

め
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
効
率
的
な
施
業

に
取
り
組
み
、
搬
出
間
伐
や
再
造
林
、
危
険
木
・

支
障
木
伐
採
な
ど
の
事
業
や
ス
マ
ー
ト
林
業
等

の
推
進
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
益
々
、
森
林
組
合
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は

重
大
で
あ
り
、「
地
域
林
業
の
担
い
手
」・「
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
」
と
し
て
、
組
織
体

制
を
強
化
し
、
ま
た
、
組
合
員
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 代

表
理
事
組
合
長盛

田
　
守

代
表
理
事
組
合
長
挨
拶

　

令
和
5
年
度
の
理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
が
5
類
感
染

症
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
を
図
り
な
が
ら
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
催
内
容
は
、
事
業
報
告
や
決
算
状
況
を
審
議
し
た
ほ
か
、
組
合

の
規
程
の
変
更
や
半
期
ご
と
の
事
業
実
施
計
画
な
ど
組
合
運
営
全
般

に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。

理
事
会
等
の

　
　
　開
催
状
況

開催年月日 出席者数 議事及び議決事項

5月9日
理事	13人
監事			2人

報告	第 1 号
報告	第 2 号
報告	第 3 号
報告	第 4 号

軽ワゴン車の購入について
森林測量ソフト受信機器の購入について
ポータブルウィンチPCW4000の購入について
火災等における消防活動の協力に関する協定の締
結について

議案	第 1 号
議案	第 2 号
議案	第 3 号
議案	第 4 号

総代会の開催について
総代会議案について
定款の一部変更について
経理規程の一部変更について

7月19日
理事	14人
監事			2人

報告	第 5 号

報告	第 6 号
報告	第 7 号
報告	第 8 号

第4回県央地区森林組合経営基盤強化検討委員会
の結果について
トップランナー育成支援事業について
軽ワゴン車の購入について
令和5年度上半期事業における事業実施概要につ
いて

議案	第 5 号
議案	第 6 号

令和5年度各理事報酬について
就業規則及び再雇用規程の一部変更について

11月21日
理事	12人
監事			3人

報告	第 9 号

報告	第10号
報告	第11号

令和5年度上半期事業における事業実施概要及び
仮決算について
監査報告
第46回全国育樹祭「茨城県緑化功労者」受賞につ
いて

議案	第 7 号 令和5年度下半期事業計画（案）について

3月26日
理事	15人
監事			3人

報告	第12号

報告	第13号

令和5年度下半期における事業実施概要及び決算
見込みについて
高性能林業機械油圧ショベル用ゴムシューパット
の購入について

議案	第 8 号
議案	第 9 号

実践的能力理事の要件に係る内規（案）について
時間外労働・休日労働に関する協定書の締結につ
いて



笠間広域森林組合会報（	5	） 令和6年号令和6年9月18日

　

令
和
5
年
度
に
新
規
加
入
や
相
続
等

に
よ
り
名
義
変
更
の
あ
っ
た
組
合
員
を

対
象
に
、「
森
林
経
営
研
修
会
」
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
当
研
修
会
は
、
令
和

3
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今

年
度
は
第
3
回
の
開
催
と
な
り
、
15
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

室
内
研
修
で
は
、
盛
田
組
合
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
笠
間
林
業
指
導
所
（
桒
田

さ
ん
）
筑
西
林
業
指
導
所
（
小
川
原
さ

ん
）
か
ら
森
林
組
合
に
つ
い
て
、
岡
野

総
務
課
長
か
ら
、
森
林
施
業
の
補
助
制

度
や
森
林
経
営
計
画
及
び
ナ
ラ
枯
れ
の

現
状
に
つ
い
て
、星
野
業
務
課
長
か
ら
、

効
率
的
な
森
林
施
業
と
作
業
道
開
設
の

　

組
合
は
、
間
伐
等
の
素
材
生
産
や
支

障
木
・
危
険
木
の
伐
採
等
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
は
危
険
を
伴
う

た
め
、
事
故
防
止
な
ど
最
善
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
間
伐
等
の
素
材
生
産
現
場
の
多

く
は
、
奥
地
山
間
部
の
急
傾
斜
地
の
山

林
で
あ
り
、事
故
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

　

こ
の
度
、
友
部
消
防
署
と
連
携
し
、

笠
間
市
池
野
辺
地
区
の
山
林
と
笠
間
市

総
合
公
園
を
使
っ
て
、
山
岳
救
助
想
定

訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
消
防
署
職
員
か
ら
山
岳
で

負
傷
し
た
際
の
応
急
処
置
方
法
の
指
導

が
あ
り
、
次
に
組
合
職
員
か
ら
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
取
り
扱
い
方
の
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
山
岳
地
で
の
事
故
発

生
を
想
定
し
、
山
岳
地
で
の
通
報
や
応

方
法
及
び
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
場
研
修
（
城
里
町
七
会
地
区
）
で

は
、
皆
伐
地
に
令
和
5
年
春
に
植
林
し

た
ス
ギ
苗
の
育
成
状
況
や
作
業
道
の
利

用
状
況
な
ど
を
視
察
し
、
現
在
伐
採
作

業
を
行
な
っ
て
い
る
現
場
で
、
高
性
能

林
業
機
械
に
よ
る
作
業
道
の
開
設
や
伐

採
、
玉
切
り
、
搬
出
等
の
低
コ
ス
ト
化

を
目
指
し
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
た

作
業
現
場
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
作
業
道
を
開
設
す

る
際
に
気
を
つ
け
る
こ
と
や
、
木
材
の

玉
切
る
長
さ
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

急
措
置
、
救
助
に
は
防
災
ヘ
リ
が
出
動

し
た
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　

林
業
作
業
現
場
は
、
足
場
が
悪
く
携

帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な
い
場
所
も
あ

り
、
救
助
隊
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
改
め
て
事
故
の
な
い

安
全
な
作
業
と
労
働
環
境
づ
く
り
の
大

切
さ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

「
森
林
経
営
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た

「
山
岳
救
助
想
定
訓
練
」を
行
な
い
ま
し
た

「
山
岳
救
助
想
定
訓
練
」を
行
な
い
ま
し
た

応急処置（止血）

防災ヘリによる搬送

扌伐採実技

➡山岳救助想定訓練

森林経営研修会の様子

作業現場視察（七会地区）



笠間広域森林組合会報令和6年号 （	6	）令和6年9月18日

　

自
宅
や
施
設
周
辺
の
危
険
木
や
支
障

木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
高
所
作
業
車

や
林
業
機
械
を
利
用
し
て
の
作
業
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

現
場
の
状
況
や
処
理
方
法
に
よ
っ

て
、
作
業
内
容
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
見
積
等
を
し
て
か
ら
の
実
施
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
日
程
等
の
調
整
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
目
が
山
林
で
面
積
に
よ
っ

て
市
や
町
へ
の
「
伐
採
届
」
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
組
合
が
受
託
し
た
業
務
に
つ
い
て

は
、
事
故
や
破
損
に
対
す
る
法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
担
す
る
保
険
に
加
入
し

て
お
り
ま
す
。

　

支
障
木
・
危
険
木
伐
採
の
流
れ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
5
年
11
月
に
本
県
を
会
場
に
行

わ
れ
た
「
第
46
回
全
国
育
樹
祭
」
に
お

い
て
、
森
林
・
林
業
の
発
展
、
木
材
産

業
振
興
及
び
環
境
緑
化
の
推
進
等
の
功

績
が
評
価
さ
れ
、「
茨
城
県
緑
化
功
労

者
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
林
業
の
担
い
手
と

し
て
組
合
員
様
の
要
望
に
応
え
る
よ

う
、
役
職
員
一
同
組
合
運
営
の
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
次
の
資
材
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

山
　
行
　
苗

・〈
従
　
来
　
品
〉
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
【
事
前
予
約
必
要
】

・〈
コ
ン
テ
ナ
苗
〉
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
【
事
前
予
約
必
要
】

緑
化
樹
木
苗

・
エ
ン
ジ
ュ
、
ナ
ラ
等
【
事
前
予
約
必
要
】

林
業
資
材
等

・
鋸	

ス
ー
パ
ー
剣
龍
、パ
イ
プ
ソ
ー

・
サ
サ
刈
刃	

ツ
ム
ラ
サ
サ
刃

・
ヤ
ス
リ	
丸
ヤ
ス
リ
、
平
ヤ
ス
リ

・
ソ
ー
チ
ェ
ン	
ソ
ー
チ
ェ
ン

・
林
業
機
械	

	
刈
払
い
機
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
【
事
前
予
約
必
要
】

・
そ
の
他	

	

ク
サ
ビ
（
大
・
中
・
小
）、

マ
イ
タ
ケ
原
木
【
事
前

予
約
必
要
】

※	

こ
れ
以
外
の
物
資
に
つ
い
て
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

電話等での申し込み

現地調査と見積もり

伐採等の実施

請求…完了

日程の調整

支障木伐採作業の様子高所作業車を利用した作業

伐採届出を
各市町へ提出

「
支
障
木
及
び
危
険
木
の
伐
採
」
に
つ
い
て

購
買
事
業

第
46
回 

全
国
育
樹
祭
で

 
茨
城
県
緑
化
功
労
者
を
受
賞
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一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

主
伐
・
再
造
林
の
推
進
と

主
伐
・
再
造
林
の
推
進
と

い
ば
ら
き
の
森
再
生
事
業
の

い
ば
ら
き
の
森
再
生
事
業
の

活
用
に
つ
い
て

活
用
に
つ
い
て

　

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は
、
主
伐
と

そ
の
後
の
再
造
林
を
連
続
的
且
つ
一
体

的
に
行
う
こ
と
で
作
業
コ
ス
ト
・
労

働
負
担
の
低
減
を
図
る
取
り
組
み
で

す
。
主
伐
と
再
造
林
の
時
期
が
離
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
一
体
性
の
な
い
施
業
を

行
っ
て
し
ま
う
と
、
下
草
が
繁
茂
し
て

し
ま
っ
た
り
、
人
員
や
林
業
機
械
の
配

置
に
無
駄
が
多
く
な
る
等
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
主
伐
・
再
造
林
を
同
一
の
事
業
体

が
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
笠
間
広
域
森
林
組
合
で
は
近
年
一

貫
作
業
を
推
進
し
て
き
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。

　

県
で
は
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
再
造
林
等
に
対
し
て
森
林
湖
沼
環
境

税
を
活
用
し
た
造
林
補
助
事
業
「
い
ば

ら
き
の
森
再
生
事
業
」
に
よ
り
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ば
ら
き
の
森
再

生
事
業
で
は
、
県
の
定
め
る
作
業
ご
と

の
標
準
的
な
経
費
（「
標
準
単
価
」
と
い

い
ま
す
）の
10
／
10
を
補
助
し
ま
す
が
、

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
森
林
経
営
の

集
約
化
等
多
数
の
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
た
め
、
主
伐
と
再
造
林
を
検
討

さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
森
林
組
合
か
各

林
業
指
導
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
標
準
単
価
は
平
均
的
な
山
林

の
条
件
を
基
に
金
額
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
現
場
条
件
が
厳
し
い
場
合
等
は
森

林
所
有
者
に
も
一
部
ご
負
担
を
い
た
だ

く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
再
造

林
を
行
っ
た
場
合
、
林
野
火
災
や
自
然

災
害
か
ら
苗
木
を
守
る
た
め
、
森
林
保

険
に
加
入
し
て
頂
い
て
お
り
、
保
険
料

に
つ
い
て
は
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
主
伐
・
再
造
林
は
コ
ス
ト
の
低

減
や
支
援
策
の
充
実
等
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
の
で
、
是
非
と
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

各
林
業
指
導
所
で
は
、
造
林
補
助
事

業
の
み
な
ら
ず
、
森
林
・
林
業
に
つ
い

て
、
特
用
林
産
業
に
つ
い
て
等
様
々
な

ご
相
談
に
対
応
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
笠
間
林
業
指
導
所

　
　
担
当
区
域
：
笠
間
市
・
城
里
町

電
話 

0
2
9
6（
72
）1
1
7
4

　
筑
西
林
業
指
導
所

　
　
担
当
区
域
：
桜
川
市

電
話 

0
2
9
6（
24
）9
1
7
6

「
林
友
会
」
の

「
林
友
会
」
の会

員
募
集
に
つ
い
て

会
員
募
集
に
つ
い
て

　
「
林
友
会
」
と
は
、
全
国
林
業
改
良

普
及
協
会
及
び
県
林
業
改
良
普
及
協
会

を
上
部
団
体
と
し
、
茨
城
県
県
央
農
林

事
務
所
管
内
の
区
域
に
お
住
ま
い
の

方
又
は
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

方
々
で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。

「
林
友
会
」
の
活
動
内
容

◎�

機
関
誌
の
月
刊
「
林
業
い
ば
ら
き
」

「
林
業
新
知
識
」
の
配
布
。

	　
「
林
業
い
ば
ら
き
」
は
、
国
・
県
等

の
林
業
行
政
の
紹
介
や
林
業
に
従
事
す

る
方
の
紹
介
。
各
林
業
指
導
所
の
活
動

内
容
の
紹
介
。
木
材
市
況
等
の
お
知
ら

せ
。

	　
「
林
業
新
知
識
」
は
、
全
国
の
林
業

に
従
事
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の

紹
介
。
林
業
に
関
す
る
悩
み
事
相
談
等

に
つ
い
て
。

◎
会
費
に
つ
い
て

	　

会
員
の
年
会
費
2
，5
0
0
円
で

す
。（
毎
月
配
布
す
る「
林
業
い
ば
ら
き
」

及
び「
林
業
新
知
識
」の
購
読
料
込
み
。）

◎
お
申
し
込
み
方
法

	　

新
規
会
員
と
し
て
お
申
し
込
み
さ
れ

る
方
は
、
左
記
ま
で
電
話
・
F
A
X

又
は
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
笠
間
広
域
森
林
組
合

電
話 

0
2
9
6
（
72
）
2
5
1
0

F
A
X 

0
2
9
6
（
73
）
0
2
1
2

林
業
指
導
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

適正に保育管理された再造林地
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平
成
6
年
9
月
に
、
経
営
基
盤
の
強

化
、
組
織
の
合
理
化
な
ど
を
図
る
こ
と

か
ら
、
4
つ
の
森
林
組
合
が
合
併
し
、

今
年
で
30
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
合
併
当
時
よ
り
職
員
も
増
え
、

所
有
す
る
高
性
能
林
業
機
械
も
大
型
化

し
、
素
材
生
産
量
も
増
産
と
な
り
ま
し

た
。今
後
も
効
率
的
な
施
業
を
推
進
し
、

組
合
の
健
全
経
営
に
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
城
里
町
七
会
地
区

の
搬
出
間
伐
作
業
地
で
県
の
「
森
林
湖

沼
環
境
税
」
を
活
用
し
た
補
助
に
よ
り

導
入
し
た
、
高
性
能
林
業
機
械
（
フ
ェ

ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
）
に
よ
る
伐

採
及
び
作
業
道
開
設
の
様
子
を
掲
載
し

ま
し
た
。

編
集
後
記

組合員の状況
①組合員数 単位：人

資格区分 前期末 当期加入 当　　期　　脱　　退 当期末任意脱退 資格喪失 死亡又は解散 除　名 合　計
正組合員 1,486 4 7 0	 0	 0	 7 1,483
准組合員 15 0 0	 0	 0	 0	 0	 	15	
合　計 1,501 4 7 0	 0	 0	 7 1,498

②出資口数（１口：千円） 単位：口

資格区分 前期末 当期増加 当期減少 当期末
正組合員 25,066 529 258 25,337
准組合員 370 0 0 370
合　計 25,436 529 258 25,707

 （令和6年3月31日）

組合員の名義変更をお願いいたします組合員資格に係る届出のお知らせ組合員資格に係る届出のお知らせ
１、死亡による相続
２、譲渡
３、その他（住所変更等）

新規組合加入や各届出は、常時受け付けております。

様式は組合ホームページからも
ダウンロードできます。

アドレス▶http://k-forest.or.jp

電　　話▶0296（72）2510
Ｆ Ａ Ｘ▶0296（73）0212

笠間広域森林組合 検索問合せ先

　

組
合
の
区
域
は
、
笠
間
市
・
桜
川
市
・

城
里
町
（
七
会
地
区
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

組
合
員
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
造
林

補
助
金
や
各
制
度
を
利
用
し
た
森
林
の

経
営
や
管
理
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
助

言
や
事
業
を
優
先
的
に
導
入
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

現
在
１
，４
９
８
名
の
会
員
が
お
り

ま
す
。
相
続
や
世
代
交
代
等
に
よ
り
所

有
し
て
い
る
山
林
の
場
所
や
内
容
が
わ

か
ら
な
い
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
組
合
の
保
有
し
て
い
る
資
料
を

基
に
調
査
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
是
非
加
入
促
進
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

会
員
の
加
入
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
加
入
の
様
式

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

組
合
の
業
務
に
は
、
山
の
下
刈
り
や

施
設
の
除
草
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
作
業

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
が

で
き
る
作
業
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

下刈りの様子

作
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

に
つ
い
て

組

合

加

入


